
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語コミュニケーションⅡ

（１組：平野）（２組：武居）（３組：平野）（４組：原山）（５組：久保）（６組：原山）（７組：久保）（８組：武居）

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科

【 知　識　及　び　技　能 】教科書で扱った語句、文法を理解し、自らの知識として活用できる。

外国語

13

13

1

13

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

○ ○

〇

○

思

○○

語彙力と読解力の増強。

○

〇

○

○

○

○○

配
当
時
数

態

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

社会の孤独を解消するための分身ロ
ボットについて英語で理解する。ま
た、読解に必要な文法事項を理解す
る。

Lesson ３ Improving Society of
Avatar Robots

定期考査

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

現代社会において求められるリー
ダーシップについて英語で理解す
る。読解に必要な文法事項を理解す
る。

Lesson 1　　Leadership in
Modern Times

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

語句や文法の理解と活用。 語句や文法を理解し、英語で表現できる。

BLUE MARBLE　English　Communication　II

外国語

教科書で扱った語句、文法を理解し、それを用いて正しく英文を表現できる。

日々の学習により、語彙力や読解力を高める努力を続ける。

英語コミュニケーションⅡ

知

【学びに向かう力、人間性等】

世界の伝統家屋の特徴と、それらが
現在果たす役割について英語で理解
する。読解に必要な文法事項を理解
する。

Lesson 2   The Diversity of
Traditional Houses

○ ○ ○

○

○



25

25

36

○ ○

13○

○ ○

○

○

○

○

○

〇 ○

○

〇

○

1○

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

○

○

○

○

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

○ ○

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

定期考査の得点、課題等の提出状況、小テ
ストの得点などを総合的に考える。

○ ○

３
学
期

地球温暖化の新しい対応策ついて、
そして、幸せを自分で切り開く科学
的な方法について、英語で理解す
る。また、読解に必要な文法事項を
理解する。

Lesson 9 Tackling Global
Warming,
Lesson 10 Keys to Finding
Happiness

○ ○ ○

身近にひそむ男性女性への偏見とそ
の偏見をなくす試みについて、そし
て、難民保護に尽力した日本人につ
いて英語で理解する。また、読解に
必要な文法事項を理解する。

Lesson 7 Be Free from Gender
Bias, Lesson 8 The Diminutive
Giant Who Fought for Refugees

○ ○ ○

２
学
期

暮らしと社会をサポートする動物に
ついて、そして、翻訳を通して日本
文学の美しさを世界に広めるアイル
ランド出身の詩人について英語で理
解する。また、読解に必要な文法事
項を理解する。

Lesson５ Animals as
Indispensable Partners   Lesson
6  An Irish Poet on a Mission

○ ○

食品ロスの現状と個人ができる身近
な取り組みについて英語で理解す
る。また、読解に必要な文法事項を
理解する。

合
計

140

定期考査

Lesson 4 Approaches to Food
Waste

○ ○○ ○


